
認知症対応型グループホーム 南天

第２回 運営推進会議 資料

令和３年１１月



運営およびサービス提供の方針

• グループホーム 南天の理念

居心地よく自由に過ごしていただくために

①病気を理解し、症状と上手に付き合います

②仲間同士で支え合います

③地域社会とのつながりを大切にします

④将来のケア計画を立てておきます

⑤将来の意思決定の計画を立てておきます

2024年



運営およびサービス提供の方針

• サービス提供の方針

『３つのＳ』

1.（共感的視点） 認知症をよく理解し

2.（ご本人主体） ご本人主体の介護を行うことで

3.（思いの尊重） ＢＰＳＤ（行動・心理症状）を

予防します。

2024年



運営およびサービス提供の方針

• サービス提供の方針

『４つのＨ』

1.Healthy（健康・元気）

2.Happy（幸福感）

3.Hope（希望）

4.Hospitality（気遣いと思いやり）

2024年



利用状況
令和３年８月～令和３年１０月

月別入居者数

月 男性 女性 合計

８ 1 5 6

９ 3 6 9

１０ 0 3 12

１１

１２

１

2024年



要介護区分

介護度 人数

要支援2 0
要介護1 2
要介護2 1
要介護3 4
要介護4 3
要介護5 1

令和３年10月末状況

平均要介護度 3.0

2024年

※認定審査中 1名



地域別利用者数

• 大府市内 １１名

• 東海市   １名

• 知多市

• 東浦町

令和３年10月末状況

定員：18名

2024年



職員体制
職種 常勤 非常勤 計

1.管理者 1名※1 1名

2.計画作成担当者 1名※2 1名

3.介護職員 9名 10名 19名

（※1）計画作成担当者と兼務
（※2）管理者と兼務

令和３年10月末状況

2024年



ご入居者様の一日の流れ

2024年



研修等職員の資質向上のための
取り組みの状況

• 開設時研修     ８月～9月

• 排泄ケア研修    ９月

• 接遇研修                           １０月

• 認知症対応型サービス事業管理者研修  １１月

• 認知症への理解と治療による排泄への影響 １１月１７日

• 新入職員研修（法人内合同） １１月

＊コロナウイルス感染対策の為、外部勉強会はZOOMにて参加

2024年



居宅介護支援事業所との連携
• デイパーク大府居宅介護支援事業所

• 介護プランくるみ

• ケアプランさわやか愛知

• ケアサポートＧｒｅｅｎ

• サポート北崎

• 菜の花

• 南生協病院指定居宅介護支援事業所

• ケアプラン楓

• ネットワーク大府居宅介護支援事業所

2024年



レクリエーション等の実施状況

• 散歩（毎日）
→敷地内を天気の良い日は毎日実施

• 集団レク
体操、ボール遊び、合唱

• 個別レク
習字、手芸、塗り絵、切り絵

• 外出（買い物）レク
→感染症対策のため実施せず

• お楽しみ会（お誕生日会）
毎月１回（次回１２月２３日実施予定）

2024年



レクリエーション等の実施状況

2024年

雨降りで散歩に行けないときなどには、YouTubeを利用し椅子に座りなが
らできる体操を午前中に行っています。



ボランティア団体等との
連携・協力状況 

• 新型コロナウイルス感染予防のため中止

2024年



食事提供における取組
• 行事食＆イベント食

１０月２９日昼食 行事食「ハロウィン」：ハッシュドビーフ、

南瓜グラタン、ブロッコリーサラダ、パンプキンババロア

１１月９日昼食 リクエストメニュー：チキンクリームシチュー、

白身フライ、きのこマリネ

１１月１７日昼食 行事食「秋の味覚」：きのこ炊き込みご飯、清まし汁、

秋刀魚の塩焼き、ほうれん草のお浸し、スイートポテト

１１月２１日夕食 特別メニュー：寿司、天ぷら、清まし汁、柿

１１月２５日昼食 イベント「和食御膳」：サーモンといくらの刺身、

里芋と豚肉の味噌煮、生酢、清まし汁

2024年



食事提供における取組
（11月22日～28日の献立）

2024年



事故・ヒヤリハット報告

• 落薬

発生日時：10月4日（月）6時03分

場所：2階食堂

内容：キッチンのドアを閉めた際に、床に薬（クエチアピン）が落ちて

  いるのに気づく

今後の対策：落ちていた場所と薬の種類から、特定の入居者様が

  服用後に吐き出されたと推測できる。服用された後に、嚥下の

  確認、しばらく側にいて吐き出されることがないかを確認する。

2024年



事故・ヒヤリハット報告

• 転倒・転落

発生日時：11月4日（木）11時15分

場所：2階居室

内容：ナースコールの音で訪室。ベッドサイドレールを両手で持ち、

  下半身がベッドからずり落ちているのを発見。「足が冷たかっ

  たので、靴下を取ろうとした」とお話される。

要因：コールマットが定位置からずれていたために音が鳴らなかった。

  ベッドが高くなっていた。

今後の対策：コールマットの位置をスタッフ間で共有。

  臥床時はベッドを低床（床から１５センチ）に設定する。

  ナースコールを鳴らした後もスタッフが来るまで待っていて

  いただくようお伝えする。

2024年



事故・ヒヤリハット報告
• 暴力行為
発生日時：11月13日（土）14時36分
場所：1階洗濯室
内容：入浴後、スタッフが洗濯室で洗濯準備をしている際、後ろから

スタッフに殴りかかろうとし、他のスタッフが制止をする。入浴中
もイライラがあり、収まらずにスタッフを殴った模様。ご本人は
着ていたパジャマを洗われるのを嫌がっていて早く返してと
感情的になっていた。説明を行い、乾燥が終わるまで洗濯室に
いらっしゃったが、乾燥が終わり衣類が戻ってきたことで落ち着きを
取り戻される。

要因：衣類への執着が強いため、入浴前に着替える衣類をお見せして
いなかったため不安が高まった。

今後の対策：入浴前に着替え準備をスタッフと一緒に行い、ご本人様が
納得された衣類をセットしてから入浴を行う。
元来、入浴嫌いであったとのこと、また気分変動も激しいため、「入浴」の
キーワードはなるべく出さずに気分が落ち着いているところを見計らって
入浴をおすすめする。   

2024年



苦情報告

• 特になし

2024年



質疑応答（照会）

＜民生児童委員（冨田重金様）＞

特になし

2024年



質疑応答（照会）

＜地域包括支援センター（佐々木様）＞

コロナ禍の中、地域や他者との関わりに制限があるかと思い
ますが、できる限り様々な人とふれあいながら地域の一員と
して利用者の皆様がご自分らしくいられるよう引き続き支援
をお願いします。運営推進会議の開催方法ですが、他の施
設では、別の会場でタブレット等をもちいて利用者様の情報
を提供しながら開催しているケースもあります。ご参考までに
情報提供いたします。
（南天）

徐々に制限が緩和されてきていますが、今後の感染状況の
推移も見定めながら、ボランティアの受入等を進めているとこ
ろです。ボランティアの受入等を進めているところです。地域
とのふれあいができるよう様々な可能性を検討していきたい
と思います。会議の開催方法については、いただいた情報を
参考にしながら開催方法を検討していきたいと思います。
2024年



質疑応答（照会）

＜市高齢障がい支援課 高齢係＞

職員体制の介護職員が常勤で9名いるが、利用者数
は10月末時点で12名となっている。利用者数に対して職
員体制がかなり手厚いと感じるが、今後、早い段階で満
床となることを見込んでの職員体制なのか。

（南天）

人員配置上必要な職員数を配置しております。2ユニット
目はまだ空きがある状況ですが、定員に対して必要な
職員を配置しなければならないことから（夜勤等）現職員
数となっております。今後、できるだけ早く利用者数が定
員を満たすよう努めてまいります。

2024年
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